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S a i t o ,  S .  ( 2 0 0 1 ) .  T h e  p h o n o l o g i c a l  l o o p  a n d  m e m o r y  

f o r  r h y t h m s :  A n  i n d i v i d u a l  d i f f e r e n c e s  a p p r o a c h .  

M e m o r y ,  9 ,  3 1 3 - 3 2 2 .  

 言 語 性 短 期 記 憶 ( v e r b a l  s h o r t - t e r m  m e m o r y ) 機 能 の

実 現 に ， 実 際 の 発 話 を 支 え る 言 語 産 出 シ ス テ ム  

( s p e e c h  p r o d u c t i o n  s y s t e m ) が 関 与 し て い る と い う 知

見 は ， 古 く か ら あ る 。 本 論 文 で は ， そ の 具 体 的 な メ カ

ニ ズ ム の 解 明 を 目 的 と し ， 発 話 運 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ  

( s p e e c h  m o t o r  p r o g r a m m i n g )  の タ イ ミ ン グ 制 御 機 構 が

言 語 性 短 期 記 憶 課 題 の 遂 行 に 必 要 と な る 系 列 順 序 情 報

の 保 持 を 支 え て い る と い う 仮 説 を 検 討 し て い る 。 タ イ

ミ ン グ 制 御 と 言 語 性 短 期 記 憶 の 関 係 に つ い て は ， 手 指

に よ る リ ズ ム ・ タ ッ ピ ン グ が 言 語 材 料 の 音 韻 的 な 符 号

化 を 阻 害 す る と い う 著 者 に よ る 先 行 研 究  ( S a i t o ,  

1 9 9 4 ,  M e m o r y  &  C o g n i t i o n ,  2 2 ,  1 8 1 - 1 8 7 . )  に お い て

す で に 提 案 さ れ て い た 。 こ れ を 受 け て ， S a i t o  &  I s h i o  

( 1 9 9 8 ,  J a p a n e s e  P s y c h o l o g i c a l  R e s e a r c h ,  4 0 ,  

1 0 - 1 8 . )  で は ， リ ズ ム ・ パ タ ー ン の 短 期 記 憶 課 題 を 開

発 し ， こ の 課 題 の 成 績 が ， 課 題 と は 無 関 連 な 発 話 活 動

（ 構 音 抑 制 :  a r t i c u l a t o r y  s u p p r e s s i o n ） に よ っ て 大

き く 低 下 す る と い う こ と を 発 見 し た 。 本 研 究 で は ， リ

ズ ム ・ パ タ ー ン の 記 憶 と 言 語 性 短 期 記 憶 の 関 係 を 相 関

分 析 に よ り 探 り ， 作 動 記 憶  ( w o r k i n g  m e m o r y )  モ デ ル

に お け る に お け る タ イ ミ ン グ 制 御 機 構 の 役 割 を 特 定 し

た 。 ま ず ， リ ズ ム 再 生 成 績 が 言 語 性 短 期 記 憶 課 題 の 成

績 と 高 い 相 関 が 見 い だ さ れ た が ， こ の 相 関 は 一 般 的 な

認 知 能 力 を 反 映 し て い る の で は な く ， 言 語 領 域 に 特 化

し た 相 関 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た ， 発 話 運 動 プ

ロ グ ラ ミ ン グ の 一 側 面 を 反 映 す る と 考 え ら れ て い る 構

音 の 流 暢 性 の 指 標 と 言 語 性 短 期 記 憶 課 題 の 成 績 の 間 の
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相 関 も 示 さ れ た が ， リ ズ ム 再 生 成 績 と 言 語 性 短 期 記 憶

課 題 の 成 績 の 相 関 は 構 音 の 流 暢 性 に よ っ て 媒 介 さ れ て

い る わ け で は な い と い う こ と も 示 さ れ た 。 こ れ ら の 結

果 か ら ， リ ズ ム 再 生 と 言 語 性 短 期 記 憶 と い う 二 つ の 指

標 間 の 相 関 に は ， タ イ ミ ン グ 制 御 機 構 が 関 与 し て い る

と い う 可 能 性 が 指 摘 さ れ ， 時 間 的 文 脈 を 考 慮 し た 系 列

順 序 情 報 保 持 の 計 算 機 モ デ ル  B u r g e s s  &  H i t c h  

( 1 9 9 9 ) (  P s y c h o l o g i c a l  R e v i e w ,  1 0 6 ,  5 5 1 ? 5 8 1 . ) と の

関 係 が 論 じ ら れ て い る 。  

 

S a i t o ,  S . ,  &  B a d d e l e y ,  A .  D .  ( 2 0 0 4 ) .  I r r e l e v a n t  

s o u n d  d i s r u p t s  s p e e c h  p r o d u c t i o n :  E x p l o r i n g  t h e  

r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  s h o r t - t e r m  m e m o r y  a n d  

e x p e r i m e n t a l l y  i n d u c e d  s l i p s  o f  t h e  t o n g u e .  

Q u a r t e r l y  J o u r n a l  o f  E x p e r i m e n t a l  P s y c h o l o g y ,  5 7 A ,  

1 3 0 9 - 1 3 4 0 .  

 言 語 産 出 シ ス テ ム  ( s p e e c h  p r o d u c t i o n  s y s t e m )  と

言 語 性 短 期 記 憶 ( v e r b a l  s h o r t - t e r m  m e m o r y ) の 関 係 に

つ い て は ， 言 語 性 短 期 記 憶 課 題 の 成 績 に 影 響 を 与 え る

い く つ か の 実 験 変 数 を 操 作 し た 研 究 が あ る も の の ， 両

者 の 有 機 的 な 関 係 に つ い て 行 動 レ ベ ル の デ ー タ を も と

に 実 証 的 に 検 討 し た も の は 少 な い 。 特 に ， 言 語 産 出 に

関 す る 詳 細 な モ デ ル  L e v e l t  e t  a l . ( 1 9 9 9 ) ( B e h a v i o r a l  

a n d  B r a i n  S c i e n c e s ,  2 2 ,  1 ? 7 5 . ) と 言 語 性 短 期 記 憶 の

計 算 機 モ デ ル  ( P a g e  &  N o r r i s ( 1 9 9 8 )  ( P s y c h o l o g i c a l  

R e v i e w ,  1 0 5 ,  7 6 1 ? 7 8 1 . ) の 具 体 的 な 関 係 に つ い て ， 行

動 レ ベ ル で の 検 討 が 必 要 で あ っ た 。 本 研 究 で は ， ス ピ

ー チ ・ エ ラ ー 誘 導 法 を 新 た に 考 案 し ， こ れ を 言 語 産 出

の 指 標 と し て ， 言 語 性 短 期 記 憶 課 題 と の 関 係 を 検 討 し

て い る 。こ の 誘 導 法 で は ，タ ー ゲ ッ ト 語（ た と え ば“ し
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ず お か ”）を １ 秒 ご と に 繰 り 返 し 発 話 す る こ と を 求 め る 。

タ ー ゲ ッ ト 単 語 の 発 話 の 直 前  ( 5 0 0  m s 前 )  に 聴 覚 的 に

干 渉 語 が 突 然 提 示 さ れ る こ と が あ る が ， 干 渉 語 が タ ー

ゲ ッ ト 語 と 音 韻 的 に 類 似 し て い る 場 合 に（ た と え ば“ し

お づ け ”），そ う で な い 場 合 と 比 べ ，高 い 率 で ス ピ ー チ ・

エ ラ ー （ た と え ば ，“ し お づ か ”） が 観 察 さ れ る 。 実 験

１ で は ， こ の ス ピ ー チ ・ エ ラ ー 誘 導 法 と 言 語 性 短 期 記

憶 課 題（ 記 憶 範 囲 課 題 ），お よ び 構 音 の 流 暢 性 課 題 な ど

計 九 つ の 課 題 を 8 0 名 の 大 学 生 参 加 者 に 実 施 し ，課 題 間

の 関 係 を 検 討 し た 。 ス ピ ー チ ・ エ ラ ー の 生 起 率 は ， 記

憶 範 囲 と 関 係 し （ ス ピ ー チ ・ エ ラ ー が 多 い と 記 憶 範 囲

が 小 さ い ），こ の 相 関 が 発 話 運 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 要 因

と 強 く 関 連 す る こ と が わ か っ た 。 実 験 ２ で は ， エ ラ ー

誘 導 法 を よ り シ ン プ ル な も の に 変 更 し て も ， 同 様 の 関

係 が 追 認 さ れ た 。実 験 ３ で は ，言 語 産 出 課 題 で は な く ，

言 語 性 短 期 記 憶 課 題 の 遂 行 時 に 聴 覚 的 な 干 渉 材 料 を 提

示 し た 。 こ の 聴 覚 提 示 材 料 か ら の 干 渉 効 果 は 見 ら れ た

が ，音 韻 的 な 類 似 性 の 影 響 は ま っ た く 見 ら れ な か っ た 。

実 験 １ と 実 験 ２ で 用 い ら れ た エ ラ ー 誘 導 法 で は ， ス ピ

ー チ ・ エ ラ ー は ， 言 語 産 出 過 程 の 音 韻 符 号 化  

( p h o n o l o g i c a l  e n c o d i n g ) 後 の 段 階 で ， か つ ， 実 際 の 発

話 実 行  ( s p e e c h  e x e c u t i o n ) よ り も 前 の 段 階 で 起 っ て

い る こ と ，ま た ，そ の 段 階 は 発 話 出 力 バ ッ フ ァ  ( s p e e c h  

o u t p u t  b u f f e r ) で あ る と 想 定 さ れ ， こ れ こ そ が 言 語 性

短 期 記 憶 課 題 に お い て も 重 要 な 言 語 産 出 過 程 の 構 成 要

素 で あ る こ と が 考 察 さ れ た 。  

 

S a i t o ,  S . ,  &  M i y a k e ,  A .  ( 2 0 0 4 ) .  O n  t h e  n a t u r e  o f  

f o r g e t t i n g  a n d  t h e  p r o c e s s i n g - s t o r a g e  r e l a t i o n s h i p  

i n  r e a d i n g  s p a n  p e r f o r m a n c e .  J o u r n a l  o f  M e m o r y  a n d  
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L a n g u a g e ,  5 0 ,  4 2 5 - 4 4 3 .  

 リ ー デ ィ ン グ ス パ ン ・ テ ス ト （ r e a d i n g  s p a n  t e s t ：

以 下 R S T と す る ） と は ， 代 表 的 な 作 動 記 憶 ス パ ン 課 題  

( w o r k i n g  m e m o r y  s p a n  t a s k ) で あ り ， 作 動 記 憶 容 量 の

指 標 と し て 国 内 外 で 頻 繁 に 用 い ら れ て い る 。 こ の 課 題

で は ， 実 験 参 加 者 は 音 読 と い う 処 理 を し な が ら 単 語 を

覚 え て お く と い う 保 持 活 動 に 従 事 し ， R S T の 得 点 は ，

記 銘 単 語 の 再 生 成 績 か ら 算 出 さ れ る 。 こ の 成 績 が 読 み

能 力 テ ス ト や 他 の 認 知 課 題 の 成 績 と 比 較 的 高 い 相 関 を

示 す こ と か ら ， R S T は 作 動 記 憶 の 働 き を 反 映 す る と 考

え ら れ ， そ の 理 論 的 検 討 は 作 動 記 憶 研 究 の 中 心 的 テ ー

マ と な っ て い る 。 本 論 文 は ， 四 つ の 実 験 を 通 じ て ， R S T

の 処 理 活 動 と 保 持 活 動 の 関 係 ， お よ び に R S T 遂 行 時 に

起 こ る 忘 却 の メ カ ニ ズ ム に つ い て 検 討 し て い る 。 R S T

に 関 す る 従 来 の 考 え 方 は ，リ ソ ー ス  ( r e s o u r c e ) 概 念 に

基 づ く も の が 中 心 で あ り ， ( a )  R S T の 処 理 と 保 持 が ト

レ ー ド オ フ の 関 係 に あ る こ と ， ( b )  R S T 遂 行 時 の 記 銘

項 目 の 忘 却 は ， 処 理 に リ ソ ー ス を 奪 わ れ る こ と で 記 銘

項 目 の 活 性 化 が 低 下 す る た め で あ る こ と を 仮 定 し て い

た 。 こ れ に 対 し て ， T o w s e  e t  a l .  ( 1 9 9 8 ) ,  ( J o u r n a l  o f  

M e m o r y  a n d  L a n g u a g e ,  3 9 ,  1 9 5 ? 2 1 7 . ) は ， ( a ) R S T に お

け る 処 理 と 保 持 は 独 立 し た 活 動 で あ り ， ( b ) 忘 却 は ，記

銘 項 目 の 提 示 か ら 再 生 ま で の 遅 延 の 間 に 時 間 的 減 衰 の

結 果 起 こ る と 考 え た 。本 論 文 の ，実 験 １ と 実 験 ２ で は ，

T o w s e  e t  a l . ( 1 9 9 8 ) と 同 様 に ， 処 理 さ れ る 材 料 と 記 銘

材 料 を 二 つ の 条 件 で 同 一 と し ， 文 の 提 示 順 序 を 入 れ 替

え る こ と で ， リ ス ト 内 で 後 半 部 分 に 長 い 文 が 提 示 さ れ

る 長 文 条 件 と ， 後 半 部 分 に 短 い 文 が 提 示 さ れ る 短 文 条

件 を 設 定 し た 。 そ の 結 果 ， 短 文 条 件 で R S T 得 点 が 高 い

こ と が 示 さ れ た 。 実 験 ３ で は ， 実 験 ２ と 同 じ 材 料 を 使
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用 し た が ， 各 文 を 分 割 提 示 し ， 長 い 文 と 短 い 文 が 同 じ

時 間 で 音 読 さ れ る よ う 音 読 速 度 を 制 御 し た 。 時 間 的 な

構 造 が 同 じ で あ る に も か か わ ら ず ， 長 文 条 件 よ り も 短

文 条 件 で R S T 得 点 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。 実 験 ４ a と

４ b で は ， 同 じ く 分 割 提 示 法 を 用 い て ， 同 じ 長 さ の 文

の 読 み 時 間 が 長 い 場 合 と 短 い 場 合 を つ く り ， リ ス ト 内

で 後 半 部 分 の 読 み 時 間 が 長 い 長 遅 延 条 件 と ， 後 半 部 分

の 時 間 が 短 い 短 遅 延 条 件 を 比 較 し た が ， こ れ ら の 条 件

間 に 差 は み ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら ， 時 間 に 媒 介

さ れ た 忘 却 で は な く ， 処 理 課 題 か ら の 干 渉 が 記 銘 項 目

の 忘 却 を 引 き 起 こ す こ と ，ま た ，処 理 と 保 持 の 活 動 は ，

完 全 に 独 立 で は な く ， し か し リ ソ ー ス 共 有 も な く ， 処

理 と 保 持 に 使 用 さ れ る 表 象 間 の 相 互 干 渉 に よ る 間 接 的

な 影 響 関 係 に あ る こ と を 結 論 し た （ 表 象 干 渉 説 ：

r e p r e s e n t a t i o n - b a s e d  i n t e r f e r e n c e  a c c o u n t ）。 本 論

文 は ，作 動 記 憶 関 連 の 論 文 に ，少 な く と も 4 2 件 引 用 さ

れ  ( W e b  o f  S c i e n c e ,  2 0 1 0 . 2 . 6 現 在 )  ， 作 動 記 憶 に お

け る 忘 却 メ カ ニ ズ ム に 関 す る 議 論 を 導 い て い る 。  

 

S a i t o ,  S . ,  L o g i e ,  R .  H . ,  M o r i t a ,  A . ,  &  L a w ,  A .  ( 2 0 0 8 ) .  

V i s u a l  a n d  p h o n o l o g i c a l  s i m i l a r i t y  e f f e c t s  i n  

v e r b a l  i m m e d i a t e  s e r i a l  r e c a l l :  A  t e s t  w i t h  K a n j i  

m a t e r i a l s .  J o u r n a l  o f  M e m o r y  a n d  L a n g u a g e ,  5 9 ,  

1 - 1 7 .  

 言 語 性 短 期 記 憶 ( v e r b a l  s h o r t - t e r m  m e m o r y ) を 実 験

的 に 検 討 す る 心 理 学 研 究 の 目 的 は ， 系 列 順 序 情 報 の 保

持 の メ カ ニ ズ ム を 探 求 す る こ と に あ る 。 近 年 の 計 算 機

モ デ ル の 発 達 に よ っ て ， 系 列 情 報 保 持 の 具 体 的 な 仕 組

み が 検 討 さ れ つ つ あ り ， そ し て ， 多 く の そ う し た モ デ

ル が ， 系 列 順 序 情 報 の 保 持 を 支 え る メ カ ニ ズ ム の 一 つ
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に 時 間 的 文 脈 の 要 素 を 取 り 入 れ て い る  ( B u r g e s s  &  

H i t c h ,  1 9 9 9 ,  P s y c h o l o g i c a l  R e v i e w ,  1 0 6 ,  

5 5 1 ? 5 8 1 . ; B r o w n , P r e e c e , & H u l m e , 2 0 0 0 , P s y c h o l o g i c a l  

R e v i e w , 1 0 7 , 1 2 7 ? 1 8 1 . ) 。 こ れ ら の モ デ ル で は ， 保 持 さ

れ る べ き 項 目 情 報 と は 独 立 に ， そ れ ら の 項 目 に 時 間 的

な 手 が か り 提 供 す る レ イ ヤ ー の 存 在 を 仮 定 し て い る 。

こ の よ う な 系 列 順 序 情 報 保 持 の メ カ ニ ズ ム が ， 材 料 の

領 域  ( d o m a i n ) ご と に 別 個 に 存 在 し て い る の か ，さ ら に ，

領 域 間 で 系 列 情 報 保 持 の メ カ ニ ズ ム が 同 じ な の か ど う

か ， あ る い は ， 記 銘 項 目 の 領 域 は 異 な っ て も 同 じ 時 間

的 文 脈 に よ っ て 系 列 情 報 保 持 が 支 え ら れ て い る の か と

い う 問 題 が 重 要 課 題 と し て 残 さ れ て い る 。 本 論 文 は ，

文 字 の 形 態 と 音 韻 情 報 の 関 係 が 柔 軟 で あ る 日 本 語 の 漢

字 を 材 料 と す る こ と で ， 視 覚 情 報 の 系 列 順 序 に 影 響 を

与 え る 変 数 （ 視 覚 的 類 似 性 ） と 音 韻 情 報 の 系 列 情 報 に

影 響 を 与 え る 変 数 （ 音 韻 的 類 似 性 ） を 同 一 実 験 内 で 直

交 的 に 操 作 し ， 三 つ の 系 列 再 生 実 験 を 通 じ て 両 変 数 の

関 係 を 検 討 し た 。 こ れ ら す べ て の 実 験 で ， 項 目 情 報 の

保 持 と 系 列 順 序 情 報 の 保 持 が 別 々 の ス コ ア に よ っ て 表

現 さ れ ， 特 に 系 列 順 序 ス コ ア の 検 討 が 中 心 と な っ て い

る 。 実 験 １ と 実 験 ３ で は ， 視 覚 的 類 似 性 効 果 と 音 韻 的

類 似 性 効 果 が 同 一 実 験 内 で 示 さ れ ， 視 覚 提 示 ， 筆 記 再

生 に よ る 言 語 性 短 期 記 憶 課 題 で は ， 系 列 順 序 情 報 の 保

持 に 視 覚 情 報 と 音 韻 情 報 が 並 行 し て 利 用 さ れ る こ と が

わ か っ た 。 実 験 ２ と 実 験 ３ に お い て は ， 刺 激 提 示 時 と

再 生 時 に 構 音 抑 制 を 求 め る こ と に よ っ て 系 列 順 序 ス コ

ア に お い て 音 韻 的 類 似 性 効 果 が 消 失 し た が ， 視 覚 的 類

似 性 効 果 は こ の 実 験 操 作 か ら 影 響 を 受 け な か っ た 。 こ

れ ら の 結 果 は ， 系 列 順 序 情 報 の 保 持 が 領 域 普 遍 的 な 成

分 に よ っ て 支 え ら れ て い る と い う 可 能 性 を 残 し な が ら
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も ，（ 項 目 情 報 保 持 の モ デ ル だ け で な く ）系 列 順 序 情 報

の 保 持 の モ デ ル に 領 域 固 有 性 を 認 め る こ と の 重 要 性 を

示 唆 し て い る 。 な お ， 本 論 文 は ， E l s e v i e r 社 が 運 営 す

る  T o p  2 5  H o t t e s t  A r t i c l e s  

( h t t p : / / t o p 2 5 . s c i e n c e d i r e c t . c o m / )  に お い て ， ダ ウ

ン ロ ー ド さ れ た 数 で 同 誌 掲 載 論 文 の う ち ト ッ プ 7 位

（ 2 0 0 8 年 7 月 ― 9 月 ） と な っ て い る 。  

 

S a i t o ,  S . ,  J a r r o l d ,  C . ,  &  R i b y ,  D .  M .  ( 2 0 0 9 ) .  

E x p l o r i n g  t h e  f o r g e t t i n g  m e c h a n i s m s  i n  w o r k i n g  

m e m o r y :  E v i d e n c e  f r o m  a  r e a s o n i n g  s p a n  t e s t .  

Q u a r t e r l y  J o u r n a l  o f  E x p e r i m e n t a l  P s y c h o l o g y ,  6 2 ,  

1 4 0 1 - 1 4 1 9 .  

 本 論 文 は ， 作 動 記 憶 ス パ ン 課 題  ( w o r k i n g  m e m o r y  

s p a n  t a s k ) 遂 行 中 に 起 こ る 忘 却 の メ カ ニ ズ ム を 検 討 し

た も の で あ る 。 作 動 記 憶 ス パ ン 課 題 と は ， リ ー デ ィ ン

グ ス パ ン ・ テ ス ト （ 以 下 R S T ） に 代 表 さ れ る よ う に ，

何 ら か の 処 理 課 題 を 遂 行 す る と 同 時 に ， い く つ か の 記

銘 項 目 を 覚 え る こ と を 要 求 す る 課 題 で あ る 。 先 行 研 究  

( S a i t o  &  M i y a k e ,  2 0 0 4 （ J o u r n a l  o f  M e m o r y  a n d  

L a n g u a g e ,  5 0 ,  4 2 5 - 4 4 3 . ） ) は ， 作 動 記 憶 ス パ ン 課 題 遂

行 中 の 忘 却 を 干 渉 に よ る も の と と ら え た が ， 特 に 子 ど

も を 対 象 と し た 作 動 記 憶 の 研 究 で は ， 表 象 か ら の 干 渉

が 同 程 度 で あ る 状 態 で ， 忘 却 が 時 間 的 要 因 に よ っ て 生

起 し て い る と し か 考 え ら れ な い 事 態 も あ る 。 こ の 矛 盾

を 解 決 す る た め に ， 本 論 文 で は ， 作 動 記 憶 ス パ ン の ２

要 素 モ デ ル を 採 用 し ， 忘 却 メ カ ニ ズ ム に つ い て 新 た な

仮 説 を 提 案 し た 。 ２ 要 素 モ デ ル で は ， 作 動 記 憶 ス パ ン

の 成 績 は ， ア ク テ ィ ブ で 持 続 的 な 短 期 記 憶 に お け る 情

報 の 保 持 と ， 長 期 記 憶 か ら の 検 索 と い う 二 つ の 過 程 に
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よ っ て 複 合 的 に 形 成 さ れ る と 想 定 す る  

( U n s w o r t h & E n g l e , 2 0 0 7 , P s y c h o l o g i c a l  R e v i e w ,  1 1 4 ,  

1 0 4 - 1 3 2 . ) 。本 論 文 に お け る 仮 説 の 新 し さ は ，前 者 の ア

ク テ ィ ブ な 短 期 記 憶 の 保 持 は ， S a i t o  &  M i y a k e  ( 2 0 0 4 )

に よ っ て 提 案 さ れ た よ う に 表 象 干 渉 に よ る 忘 却 に 曝 さ

れ る が ， 後 者 の 長 期 記 憶 か ら の 検 索 は ， 時 間 的 示 差 性

に 基 づ き ， そ の 検 索 失 敗 は 時 間 的 要 因 を 反 映 す る と い

う よ う に ， 二 つ の 忘 却 メ カ ニ ズ ム を 想 定 し た と こ ろ に

あ る 。 そ し て ， 大 人 で あ れ ば ， 多 く の 場 合 ， 処 理 課 題

遂 行 中 に ア ク テ ィ ブ に 記 銘 項 目 を 保 持 し て お く こ と が

で き る が ， 児 童 期 初 期 の 子 ど も に と っ て は ， 同 じ 課 題

が 負 荷 の 高 い 活 動 を 要 求 し ， そ の 処 理 活 動 の 間 ， 記 銘

項 目 を 保 持 し て お く こ と が で き な い 。 結 果 的 に ， 子 ど

も の 作 動 記 憶 得 点 は ， 長 期 記 憶 か ら の 検 索 に 依 存 す る

こ と に な り ， 忘 却 過 程 は 時 間 的 要 因 に 大 き く 影 響 を 受

け る の で あ る 。 本 論 文 で は ， 大 人 で も そ の 課 題 遂 行 中

に ア ク テ ィ ブ に 情 報 を 保 持 す る こ と が 困 難 で あ る と い

う こ と が 知 ら れ て い る 言 語 的 推 論 課 題 を 処 理 課 題 と し ，

新 し い 作 動 記 憶 課 題 （ 推 論 ス パ ン ・ テ ス ト ： r e a s o n i n g  

s p a n  t e s t ） を 開 発 し ， 上 記 の 仮 説 を 二 つ の 実 験 を 通 じ

て 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 推 論 ス パ ン の 成 績 は ， ス パ ン

リ ス ト 内 で 発 生 す る 干 渉 量 で は な く ， 各 記 銘 項 目 が 曝

さ れ る 遅 延 時 間 に よ っ て 影 響 を 受 け る こ と が 明 ら か と

な り ， 仮 説 が 支 持 さ れ た 。 本 論 文 の イ ン パ ク ト は ， こ

れ ま で 単 一 的 な メ カ ニ ズ ム し か 想 定 さ れ て い な か っ た

作 動 記 憶 ス パ ン に お け る 忘 却 が ， 複 合 的 な も の で あ る

こ と ， ま た ， ど の よ う な 忘 却 メ カ ニ ズ ム に 影 響 を 受 け

る か は ， 用 い ら れ る 処 理 課 題 の 性 質 に 依 存 す る こ と を

示 し た こ と に あ る 。  

 


